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下水道展09東京

　22回目を数える「下水道技術の祭典」下

水道展が7月28日から31日までの4日間、

東京・有明の東京ビッグサイトで開催され

ました。「循環のみちを拓く」をキーワード

に地球温暖化対策に照らした技術が多数

展示された一方、耐震化や浸水対策といっ

た安全・安心対策技術も関心が高く注目さ

れました。本協会ブースにおいても多くの

下水道関係者が訪れました。

JS研修センターで管更生を技術説明

技術センターの見学会を実施
近畿地域支部

　近畿地域支部は10月8日、LCR技術センターと

材料の製造工場の見学会を行いました。

　台風のため予定された人員は減りましたが、

参加した42名は現地でハイブリッド工法技術

などの説明を受け、また製造工程を熱心に見学

しそれぞれ関心を高めました。その後、愛知県内

で１泊し、会長はじめ本部の役員も懇親会に参

加し、近畿地域支部会員との親睦を深めました。

　また翌日、一行は浜名湖とトヨタ博物館、熱田

神宮等を見学しました。

協会だより

　JS日本下水道事業団研修センター（埼玉・戸田市）で

は毎年、地方公共団体の下水道担当者を対象に研修会

を行っています。今回、研修テーマに「管更生の設計と

施工管理」が取り上げられ、その中でシームレスシステム

工法はFFT工法、SPR工法、3Sセグメント工法とともに

工法説明と模擬管路での管更生実演の機会を得まし

た。約30名の参加者は熱心に説明を聞き、また実演を

ご覧いただきました。
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　11月11日に魚沼市役所(担当：産業課農地室)発注の

用水路管更生工事の現場見学会を実施いたしました。

　当日は魚沼・南魚沼両地域振興局の皆様、魚沼・南魚沼

両市の皆様、土地改良事業団の皆様、地元コンサルタント、

会員の皆様総勢30名近くの方々にご参加いただきました。

　管更生の対象となった既設の用水路管は主要地方道の

下部を横断するもので、ライナー延長20m、菅径600mm、

厚さ12mmの更生菅で光硬化工法により、管更生工事を

実施するものです。

　都市内の下水道管の管更生工事と異なり、足下が不安

定で、さらに当日は気象条件が悪かったにかかわらず、ご

参加いただいた方々には、大変熱心に引込み、拡径、硬化

などのシームレスシステム工法による管路更生作業をご

覧いただきました。

　説明は本部の松﨑技術委員が当たり、途中、テレビカメ

ラによる管内の状況確認なども含めて、ご覧いただきま

したが､多くのご質問を受け、参加者の皆様の光硬化工法

に対する興味や期待が並々ならぬものであることを実感

しました。

　11月30日に新潟市秋葉区役所の会議室にて、光硬

化工法の説明会が実施されました。

　この説明会は北関東支部の新潟県支部が設営し、秋

葉区下水道課の皆様をはじめ、土地改良区の皆様、新潟

県内の会員の皆様も含め20数名の参加で実施されま

した。

　説明会の冒頭、秋葉区の木村下水道課長様より「今後

秋葉区に於いても老朽管路の更生工事が実施されるこ

とが考えられ、あらかじめ管更生工法について知って

おきたい」旨のお言葉をいただきました。

　シームレスシテム工法の説明は､本部の松﨑技術委

員が工法紹介ビデオ、パネル、ライナー S及びLのサン

プル菅、パワーポイント等を使って午後2時から約2時

間かけて行いました。

　光硬化工法の特徴、実績、耐震設計、他工法に比べ優れ

ている点などについて説明し､ご参加いただいた皆様に

光硬化工法についてのご理解を深めていただきました。

新潟県魚沼市で現場施工
見学会を開催

平成21年度全国町村下水道推進
協議会兵庫県支部研修会に参加

新潟市秋葉地区にて
「光硬化工法説明会」を実施

　11月13日に全国町村下水道推進協議会兵庫県支部主

催の管更生に関する研修会が兵庫県稲美町立ふれあい

交流館で開かれました。

　この研修会では、午前中に「施設の長寿命対策」、「下水

道料金の徴収対策」等について､兵庫県及び県内多数（12

町、約30名）の自治体の皆様が研修されました。午後か

らは下水道老朽菅の更生工法として光硬化工法､FRP内

面補修工法の説明及びデモ施工が行われました。

　当協会からは近畿地域支部がデモ施工の設営を行い、

本部の松﨑技術委員がパワーポイントによる映像を含め

て、シームレスシステム工法の概要、特徴やCO2排出量の

少ないこと、降雪などの天候に左右されないこと、更生材

料の保存期間が長いことなど他工法に比べ光硬化工法が

優れている点について説明し、出席された各自治体の皆

様に当工法に対するご理解を深めていただきました。

　その後屋外にて実際に更生材を硬化するデモ施工が

実施されました。引込挿入、拡径した更生材（直径

250mm､厚さ3mm）を短時間で光硬化させ、硬化終了後、

インナーフィルムを除去し、直ちにロボットカッターを

引き込んで取付管口の穿孔を行いました。さらに、取付

管と本管の接合部にユナイトライナーを挿入、光硬化さ

せ、本管、接合部が一体となったシームレスシステム工

法としての内容を十分にご理解いただきました。出席さ

れた皆様はライトトレインの先端に取り付けられたカ

メラによる管内映像による管内の確認状況を見られた

り、硬化後の更生材に直接触れて光硬化を確認するな

ど、シームレスシステム工法に対する十分なご理解をい

ただけたものと思われます。




